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広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

資
源
回
収
団
体
に

補
助
金
を
交
付

補
助
対
象
団
体
＝
自
治
会

や
子
ど
も
会
な
ど
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
団
体

補
助
金
額
＝
▼
新
聞
・
段

ボ
ー
ル
・
布
・
雑
誌
…
１
㎏

あ
た
り
６
円
▼
空
き
か
ん
・

ビ
ン
…
１
㎏
あ
た
り
３
円

申
込
方
法
＝
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
甘
南
備
園
で
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
甘
南
備
園
（
�
６２
・

４
３
２
８
）

�

応　募　資　格応　募　資　格�応　募　資　格応　募　資　格�応　募　資　格�

①　自宅に遺骨を有し、申し込み時に埋火葬許可書（写
　し）を提出できる人�
②　平成17年5月19日以前から引き続いて、本市に住　
　所を有する（住民登録または外国人登録をしている）
　人で、直系親族を代表して墳墓の祭祀を主宰する人�
③　墓地の使用許可を受けた日から3年以内に墓碑等　
　を設置できる人�
④　墓地の使用料等を納入期日の6月30日�までに一括
　納入できる人�
⑤　平成19年度以降の墓地管理料を金融機関等で自動
　引き落としの手続きができる人�

市
は
、
市
営
大
住
霊
園
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

市
は
、
平
成
１８
年
度
か
ら

稼
働
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
の
運
営
に
携
わ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員
＝
２０
人
程
度

業
務
内
容
＝
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
で
の
各
種
部
会
（
ガ

ラ
ス
、
紙
す
き
、
家
具
修
理
、

自
転
車
修
理
な
ど
）の
企
画
、

運
営
を
通
じ
て
資
源
の
有
効

利
用
、
ご
み
の
減
量
を
目
指

使
用
料
（
永
代
使
用

料
）
＝
４０
万
円

管
理
料
（
年
額
）
＝
３
千

円
応
募
資
格
＝
下
表
の
①
か

ら
⑤
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人

応
募
方
法
＝
３
月
２０
日
�

か
ら
生
活
環
境
課
・
北
部
住

民
セ
ン
タ
ー
・
中
部
住
民
セ

ン
タ
ー
・
三
山
木
福
祉
会
館

で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
埋
火
葬
許

可
証
の
写
し
と
申
込
者
の
住

民
票
の
写
し
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

と
申
込
書
に
同
封
し
て
い
る

封
筒
（
２
枚
）
に
８０
円
切
手

を
貼
っ
て
、
生
活
環
境
課
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
＝
４
月
１０
日
�

〜
２６
日
�

公
開
抽
選
日
時
・
場
所
＝

５
月
１９
日
�
午
前
９
時
か

ら
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京

田
辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・
１

３
６
６
）

こ
の
霊
園
は
、
本
市
が
管

理
・
運
営
す
る
は
じ
め
て
の

公
営
墓
地
。
既
存
の
小
林
共

同
墓
地
の
西
側
に
隣
接
し
て

整
備
し
ま
し
た
。

場
所
＝
大
住
小
林
地
区

（
下
図
の
と
お
り
）

募
集
区
画
＝
４１
区
画

大
き
さ
＝
１
・
４４
�

（
１
・
２
�
四
方
）

全
国
各
地
で
子
ど
も
を

狙
っ
た
犯
罪
や
学
校
へ
の

不
審
者
の
侵
入
な
ど
の
事

件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
尊
い
子
ど

も
の
命
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
昨
今
、
未
来
へ
の
宝
を

ど
の
よ
う
に
し

て
守
っ
て
い
く

べ
き
か
。

「
だ
れ
も
が
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
本
市
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

広
報
き
ょ
う
た
な
べ

紙
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

今
号
か

ら
、「
広
報

き
ょ
う
た
な

べ
」
の
紙
面

を
一
部
変
更

し
ま
し
た
。

情
報
量
が

増
え
る
な

か
、
お
知
ら

せ
記
事
を
簡
素
化
す
る
と

と
も
に
、
６
・
７
面
に
集

約
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
７
面
に
掲
載
し

て
い
た
「
各
種
相
談
事
業

の
日
程
」
も
４
・
５
面
に

移
動
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
生
ま
れ
た

紙
面
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
写
真
を
用
い
た
り
、

企
画
・
特
集
記
事
を
掲
載

す
る
な
ど
、
よ
り
親
し
み

の
も
て
る
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
紙
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
広
報
広
聴

課
（
�
６４
・
１
３
２
０
）

４１
区
画
を
募
集

大住霊園

２０
日
か
ら
申
込
書
を
配
布

あなたの手で資源を活用�あなたの手で資源を活用�

あ
な
た
の
手
で
資
源
を
活
用

あ
な
た
の
手
で
資
源
を
活
用�

あ
な
た
の
手
で
資
源
を
活
用

あ
な
た
の
手
で
資
源
を
活
用�

あ
な
た
の
手
で
資
源
を
活
用�

運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す�

リ
サ
イ
ク
ル�

プ
　
ラ
　
ザ�

す
活
動
を
行
う

応
募
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
す
る
２０
歳
以
上
の

人
で
、
甘
南
備
園
ま
で
自
力

で
来
園
で
き
る
人

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
業

務
内
容
へ
の
思
い
（
８
０
０

字
程
度
）
を
書
い
て
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。通
勤
者
は
、

勤
務
先
の
名
称
・
所
在
・
電

話
番
号
も
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

結
果
は
、
４
月
２８
日
�
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
３
月
３１
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園

（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１
京

田
辺
市
田
辺
ボ
ケ
谷
５８
、
�

６２
・
４
３
２
８
）

市
は
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
伴
い
、
新
田
辺
駅

東
自
転
車
駐
車
場
の
管
理
に

つ
い
て
指
定
管
理
者
を
募
集

し
ま
す
。募
集
方
法
・
期
間
、

申
請
書
類
等
く
わ
し
く
は
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
生
活
環
境
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
市
が
設
置
し
て
い

る
駐
輪
場
な
ど
の
「
公
の
施

設
」
の
管
理
を
、
民
間
の
事

業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の

団
体
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き

る
「
指
定
管
理
者
制
度
」
に

伴
い
、募
集
す
る
も
の
で
す
。

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

今回41区画を
募集する市
営大住霊園

新
田
辺
駅
東
の
自
転
車
駐
輪
場�

指
定
管
理
者
を
募
集�

市民駅伝大会が2月19日、市内外から集まった41チームが参加し行われ
ました。
スタートの松井ケ丘小学校から市内を縦断し田辺中央体育館前のゴール
までの6区間18.2㎞のコース。各選手は中継所や沿道で家族や仲間の声援を
受けながら健脚を競いました（＝写真）。
チーム編成は、一般の部19チーム、女子の部10チーム、学生の部12チー
ムで中学生から大人までが参加。
楽しみながらたすきをつなぐ親しみのある大会となりました。

たすきをつなぎ市内縦断�たすきをつなぎ市内縦断�市民駅伝で市民駅伝で�
41チームチーム�
市民駅伝で�
41チーム�

特
　
集�

　
子
ど
も
の
安
全�

4・5面�

大住駅大住駅
�

京
奈
和
自
動
車
道
路

京
奈
和
自
動
車
道
路�

手
原
川
手
原
川�

竜
王
谷
川

竜
王
谷
川�

薪
新
田
辺
線
�

関屋橋
�

←市営大住霊園←市営大住霊園�←市営大住霊園�
竜王谷橋
竜王谷橋

�

市営大住霊園の位置図�
北�

手原
川

手原
川
�

府
道
木
津
八
幡
線

ＪＲ学
研
都
市
線

学
研
都
市
線

�山
手
幹
線

山
手
幹
線�

大住駅�

京
奈
和
自
動
車
道
路�

手
原
川�

竜
王
谷
川�

薪
新
田
辺
線
�

竜王谷橋�

北�

手原
川�

府
道
八
幡
木
津
線

府
道
八
幡
木
津
線

ＪＲ学
研
都
市
線�山

手
幹
線
�
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児童福祉制度を活用ください�

※このほかに、母子・寡婦福祉貸付金、交通遺児等育成資金、交通遺児育英奨学金などの貸し付けの制度も�
　あります。�

母
子
家
庭
関
係�

児
童
関
係�

母
子
・
父
子
家
庭
関
係�

障
害
児
関
係�

制度名� 制度のあらまし� 支　給　額�

第１子　　月額�
第２子　　月額�
第３子以降月額�

5,000円�
5,000円�
10,000円�

�

全部支給　月額�
一部支給　月額�

41,880円�
41,870円～�
9,880円�

�
乳幼児　　年額�
小学生　　年額�
中学生　　年額�
高校生　　年額�
高校入学支度金�
�

11,000円�
21,500円�
43,000円�
64,000円�
35,000円�

乳幼児　　年額�
小学生　　年額�
中学生　　年額�
高校生　　年額�
高校入学支度金�
�

11,000円�
21,500円�
43,000円�
64,000円�
35,000円�

全日制　　年額�
定時制　　年額�
高等専門学校�
入学支度金�
通信制　　年額�
　入学支度金�
�

168,000円�
168,000円�
192,000円�
63,000円�
108,000円�
45,000円�

全日制　　年額�
　入学支度金�
定時制　　年額�
　入学支度金�
通信制　　年額�
　入学支度金�
�

396,000円�
178,000円�
288,000円�
137,000円�
108,000円�
45,000円�

重度障害　月額�

中度障害　月額�

50,900円�

33,900円�

児童１人につき�
　　　　　月額�

�
2,400円�

児童２人までは１人につき�
　　　　　月額�
以下、１人増すごとに�
　　　　　月額�
�

�
1,800円�

�
600円�

国
公
立�

私
　
立�

小学校3年生修了前の児童を養育して
いる人に支給（所得制限あります）�

※請求時に診断書が必要ですが、身体障害者手帳1
～3級または療育手帳「A」判定の時は、その写
しで診断書を省略することができます。�

20歳未満の障害児を養育している人
に支給（所得制限あります）�

母子家庭(父障害の家庭も対象)で18
歳に達する日以後の最初の3月31日
までの間にある児童を養育している
人に支給（所得制限あります）�

母子家庭(父障害の家庭も対象)で乳
幼児から高校生までの児童を養育し
ている人に支給�

交通事故で保護者を失った、父子お
よび母子家庭などで、乳幼児から高
校生までの児童を養育している人に
支給�

18歳未満の障害児を養育している
人で、本市に引き続き1年以上居住
し、住民基本台帳または外国人登録
に児童とともに登録されている時に
支給�

父子および母子家庭などで、義務教
育修了前(18歳未満の心身障害児を含
みます)の児童を養育している人で、
本市に引き続き1年以上居住し、住民
基本台帳または外国人登録に児童と
ともに登録されている時に支給�

父子・母子および身体障害者世帯な
どで、低所得世帯(市町村民税非課
税世帯)に支給�
【ただし、生活保護受給者は別に支
給します】�
※母子家庭奨学金を合わせて申請し
た時は、支給額が調整されます。�

平成18年4月から拡大予定�

児 童 �
手 当 �

児童扶養
手 当 �

母子家庭
奨 学 金 �

交通遺児
奨 学 金 �

高等学校�
奨 学 金 �

特別児童�
扶養手当�

京田辺市
特別児童
福祉手当�

京田辺市
心身障害
児童特別
手 当 �

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、

大
幅
に
変
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
１２
年
度
か
ら

始
ま
り
介
護
を
必
要
と
す
る

お
年
寄
り
と
そ
の
家
族
を
支

え
る
社
会
の
仕
組
み
と
し
て

定
着
し
ま
し
た
が
、
そ
の
一

方
で
課
題
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
制

度
発
足
時
か
ら
の
基
本
理
念

で
あ
る
高
齢
者
の
「
自
立
支

援
」「
尊
厳
の
保
持
」
を
基

本
と
し
、
制
度
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
今
回
の
制
度
改
革
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
改
正
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

な
予
防
給
付
を
創
設
。
要
支

援
１
、２
の
認
定
者
に
行
う
。

▼
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
が
行
う
。

②
地
域
支
援
事
業
の
創
設

▼
要
支
援
、
要
介
護
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
効
果
的
な
介
護

予
防
事
業
を
、
介
護
保
険
制

度
に
新
た
に
位
置
付
け
。
介

護
予
防
事
業
と
し
て
特
定
高

齢
者
施
策
、
一
般
高
齢
者
施

策
を
行
う
。

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）
な

ど
の
居
住
費
、
食
費
に
つ
い

て
は
、
保
険
給
付
の
対
象
外

に
す
る
（
平
成
１７
年
１０
月
１

日
よ
り
）。

②
低
所
得
者
に
対
す
る
配

慮
▼
低
所
得
者
の
施
設
利
用

が
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
、

負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら

新
た
な
補
足
的
給
付
を
創

設
。

と
な
る
よ
う
、「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
」
を
創
設
。

（
例
）
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
認
知
症
高

齢
者
専
用
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
な

ど
。②

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
創
設

▼
地
域
に
お
け
る
総
合
的

な
相
談
窓
口
機
能
、
介
護
予

防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
包
括

的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
支
援
を
担
う
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
。

③
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
▼
ケ
ア
付
き
居
住
施
設
の

充
実
。

▼
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
見

直
し
。

①
第
１
号
保
険
料
の
見
直

し
▼
設
定
方
法
の
見
直
し

低
所
得
者
に
対
す
る
保
険

料
軽
減
な
ど
負
担
能
力
を
き

め
細
か
く
反
映
し
た
保
険
料

設
定
に
す
る
。

〔
政
令
事
項
〕

▼
徴
収
方
法
の
見
直
し

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
の
対
象
を
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
へ
拡
大
。

特
別
徴
収
対
象
者
の
把
握

時
期
の
複
数
回
化
。

②
要
介
護
認
定
の
見
直

し
・
申
請
代
行
、
委
託
調
査

の
見
直
し

③
市
町
村
の
保
険
者
機
能

の
強
化
・
都
道
府
県
知
事
の

事
業
者
指
定
に
当
た
り
、
市

町
村
長
の
関
与
を
強
化

▼
市
町
村
長
の
事
業
所
へ

の
調
査
権
限
の
強
化
。

▼
市
町
村
事
務
の
外
部
委

託
な
ど
に
関
す
る
規
定
の
整

備
。介

護
保
険
被
保
険
者
証
が

３
月
３１
日
で
期
限
切
れ
と
な

り
ま
す
。
新
し
い
証
を
３
月

中
に
送
付
の
予
定
で
す
。
ま

た
、
４
月
か
ら
介
護
保
険
料

も
改
定
に
な
り
ま
す
。
４
月

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
高
齢
介
護
課

（
�
６４
・
１
３
７
３
）

①
新
予
防
給
付
の
創
設

▼
要
介
護
状
態
等
の
軽

減
、悪
化
防
止
に
効
果
的
な
、

軽
度
者
を
対
象
と
す
る
新
た

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系�

の
確
立�

２�

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム�

へ
の
転
換�

施
設
給
付
に
関
す
る

施
設
給
付
に
関
す
る�

見
直
し

見
直
し�

負
担
の
あ
り
方�

制
度
運
営
の
見
直
し�

サ
ー
ビ
ス
の
質
の�

確
保
・
向
上�

施
設
給
付
に
関
す
る�

見
直
し�

①
居
住
費
、
食
費
の
見
直

し
▼
介
護
保
険
３
施
設
（
シ

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系�

の
確
立

の
確
立�

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系�

の
確
立�

３�

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム�

へ
の
転
換�

施
設
給
付
に
関
す
る�

見
直
し�

負
担
の
あ
り
方�

制
度
運
営
の
見
直
し�

サ
ー
ビ
ス
の
質
の�

確
保
・
向
上�

①
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
創
設

▼
身
近
な
地
域
で
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
多
様
で
柔

軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系�

の
確
立�

４�

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム�

へ
の
転
換�

施
設
給
付
に
関
す
る�

見
直
し�

負
担
の
あ
り
方�

制
度
運
営
の
見
直
し�

サ
ー
ビ
ス
の
質
の

サ
ー
ビ
ス
の
質
の�

確
保
・
向
上

確
保
・
向
上�

サ
ー
ビ
ス
の
質
の�

確
保
・
向
上�

①
情
報
開
示
の
標
準
化

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
事
業
所
情
報
の
公
表
を
義

務
付
け
る
。

②
事
業
者
規
制
の
見
直
し

▼
指
定
の
更
新
制
の
導

入
、
欠
格
要
件
の
見
直
し
な

ど
。③

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

見
直
し

▼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資

格
の
更
新
制
の
導
入
、
研
修

の
義
務
化
な
ど
。

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系�

の
確
立�

５�

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム�

へ
の
転
換�

施
設
給
付
に
関
す
る�

見
直
し�

負
担
の
あ
り
方

負
担
の
あ
り
方�

制
度
運
営
の
見
直
し

制
度
運
営
の
見
直
し�

サ
ー
ビ
ス
の
質
の�

確
保
・
向
上�

負
担
の
あ
り
方�

制
度
運
営
の
見
直
し�

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系�

の
確
立�

１�

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム�

へ
の
転
換

へ
の
転
換�

施
設
給
付
に
関
す
る�

見
直
し�

負
担
の
あ
り
方�

制
度
運
営
の
見
直
し�

サ
ー
ビ
ス
の
質
の�

確
保
・
向
上�

予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム�

へ
の
転
換�

４
月
１
日
か
ら
介
護
保
険
見
直
し

『
予
防
』
に
重
点

持
続
可
能
な
制
度
へ

持
続
可
能
な
制
度
へ�

持
続
可
能
な
制
度
へ

持
続
可
能
な
制
度
へ�
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Ｑ.1　夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである�

Ｑ.2　結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい�

Ｑ.3　結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない�

Ｑ.4　夫婦別姓を認めてもよい�

Ｑ.5　結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい�

Ｑ.6　今の社会では離婚すると女性のほうが不利であるため、離婚しないほうがいい�

そう思う�

どちらかと言えば
そう思う�

そうは思わない�

どちらかと言えば
そうは思わない�

わからない�

無回答�

Ｑ.1

Ｑ.2

Ｑ.3

Ｑ.4

Ｑ.5

Ｑ.6

結婚・家庭生活についての考え方�

（％）�

◇
結
婚
観
・
家
庭
生
活
に

つ
い
て

「
結
婚
は
個
人
の
自
由
で

あ
る
か
ら
、
結
婚
し
て
も
し

な
く
て
も
ど
ち
ら
で
も
よ

い
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、

「
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
人

が
３７
・
３
％
、「
ど
ち
ら
か

市
民
意
識
・
実
態
調
査

は
、
２０
歳
以
上
の
市
民
の
中

か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
男
性

１
千
人
、
女
性
１
千
人
、
合

計
２
千
人
に
調
査
票
を
送

付
。
１
千
３９
人
（
有
効
回
収

率
５２
・
０
％
）
の
方
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
所
調
査
は
、
市
内
に

拠
点
を
置
く
事
業
所
の
中
か

ら
無
作
為
抽
出
し
た
１
０
０

事
業
所
に
調
査
票
を
送
付

し
、
６０
事
業
所
（
有
効
回
収

率
６０
・
０
％
）
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
民
意
識
・
実

態
調
査
の
「
結
婚
観
・
家
庭

生
活
に
つ
い
て
」
と
「
社
会

活
動
、地
域
活
動
に
つ
い
て
」

の
調
査
項
目
か
ら
主
な
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。

調
査
結
果
の
概
要
版
は
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

と
言
え
ば
そ
う
思
う
」
と
答

え
た
人
と
合
わ
る
と
５７
・

５
％
で
し
た
。
ま
た
、「
夫

は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を

守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
問

い
に
は
、
４４
・
７
％
の
人
が

「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
回

答
し
、「
今
の
社
会
で
は
離

婚
す
る
と
女
性
の
ほ
う
が
不

利
で
あ
る
た
め
、
離
婚
し
な

い
ほ
う
が
い
い
」
と
の
問
い

に
は
４０
・
５
％
の
人
が
「
そ

う
は
思
わ
な
い
」
と
回
答
し

ま
し
た
。

◇
社
会
活
動
、
地
域
活
動

に
つ
い
て

社
会
活
動
、
地
域
活
動
の

参
加
状
況
、
今
後
参
加
し
て

み
た
い
活
動
に
つ
い
て
の
問

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
希

望
す
る
人
は
、
下
の
図
の
と

お
り
、
ま
ず
相
談
支
援
事
業

者
ま
た
は
市
町
村
窓
口
に
相

談
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
申
請
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
介
護
保

険
制
度
の
よ
う
に

認
定
調
査
員
（
ま

た
は
市
町
村
職
員
）

が
ご
自
宅
を
訪
問

し
、
希
望
す
る
人

の
心
身
の
状
況
な

ど
を
判
断
す
る
た

め
聴
き
取
り
し
ま

す
。
聴
き
取
り
し
た
内
容
に

基
づ
き
一
次
判
定
を
行
い
、

介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
等
）
を

希
望
の
場
合
は
さ
ら
に
審
査

会
で
二
次
判
定
を
経
て
、
障

害
程
度
区
分
を
認
定
し
た
の

ち
勘
案
事
項
を
調
査
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意

向
を
聴
き
取
っ
て
か

ら
支
給
決
定
し
ま

す
。ま

た
、
訓
練
等
給

付
（
自
立
訓
練
な
ど
）

を
希
望
す
る
場
合

は
、
本
決
定
を
行
う

前
に
暫
定
的
に
支
給

決
定
を
行
い
、
利
用

目
的
の
達
成
状
況
や

訓
練
の
成
果
を
再
評

価
し
、本
決
定
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）

シ
リ
ー
ズ
②

シ
リ
ー
ズ
②�

シ
リ
ー
ズ
②�

か
わ
り
ま
す
！
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

か
わ
り
ま
す
！
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

障
害
者
自
立
支
援
法
が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
か
ら
支
給
決
定
ま
で
の

一
連
の
流
れ
を
説
明
し
ま
す
。

い
で
は
、
社
会
活
動
、
地
域

活
動
の
参
加
経
験
は
、「
町

内
会
や
子
ど
も
会
の
活
動
」

と
答
え
た
人
が
２７
・
３
％
、

次
い
で
「
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
ク
ル
」
で
し
た
。

ま
た
、
今
後
参
加
し
て
み

た
い
活
動
は
、「
趣
味
や
ス

ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
（
３９
・

２
％
）」、「
各
種
講
座
参
加

（
３５
・
８
％
）」
で
し
た
。

�

相　談�
申　込�
相談支援�
事業者�
または市�

利
用
申
請�

障害程度�
区分の�
一次判定�

二次判定�
�【審査会】�

障害程度�
区分の判定�

勘案事項�
調　　査�
・地域調査�
・就　　労�
・日中活動�
・介  護  者�
・居　　住�
　な　　ど�

サービスの�
利用意向の�
調　　　査�

暫定支給�
決　　定�

訓練・就労�
評価項目�

個別支援�
計　　画�

審査会の�
意見徴収�

支給決定�

障害のある人の心身の�
状況を判定するため、�
106項目の聴き取り調査�

訓練給付等を�
希望する場合�

介護給付を�
希望する場合�

障害保健福祉をよく知る�
委員で構成されます�

一定期間サービスを利用し、�
障害のある人の利用意志及び�
サービスが適正か確認�

申請から支給決定までのながれ�申請から支給決定までのながれ�

心身の状況を判断

ど
ち
ら
で
も
い
い
が
半
数
以
上

20歳以上
の市民対象

認定調査員が自宅を訪問

市
は
、
平
成
１７
年
９
月
１
日
か
ら
２１
日
ま
で
の

間
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
具
体

的
な
施
策
の
検
討
資
料
と
す
る
た
め
、
市
民
意

識
・
実
態
調
査
と
事
業
所
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
同
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

結
婚
は
し
て
も
し
な
く
て
も

シリーズ①�

男女共同参画社会の�
市民意識・事業所調査市民意識・事業所調査�
男女共同参画社会の�
市民意識・事業所調査�

�
市民意識・�
事業所調査�

シリーズ①�シリーズ①�
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

なやみごと相談
3月8日�中央公民館会議室、
22日�北部住民センター。午後
1時30分～4時。�人権啓発課
（�62-4343）

市民無料法律相談
▼4月5日�（3月17日から電
話予約）▼4月19日�（4月3日
から電話予約）。午後1時30分～
4時30分。市民相談室。�人権
啓発課（�62-4343）

府民無料法律相談
3月20日�午後1時30分～4時
30分、田辺地域総務室。3月17
日電話予約。�田辺地域総務室
（�62-0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、
CIKビル（近鉄新田辺駅西）。
予約制、40分5,250円。�京都
弁護士会（�075-231-2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分
～3時30分、田辺児童館。�田
辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・
午後1時～4時30分、普賢寺児童
館。�普賢寺児童館（�65-
0153）

すくすく子育て相談
毎週月～金曜日午前9時30分
～午後4時、電話相談。毎週
月・水曜日午後1時～4時、来所
相談。�地域子育て支援セン
ター（�62-1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正
午・午後1時～4時30分。�児童
福祉課（�64-1377、メールア
ドレスjido@kyotanabe.jp）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約
制。電話による教育相談は学校
教育課（�63-4488）
2日�　松井ケ丘小（�62-8888）
7日�　桃園小　　（�63-6335）

田辺小　　（�62-0044）
田辺東小　（�62-4348）

9日�　大住小　 （�62-0046）
14日� 草内小　 （�62-0054）

三山木小 （�62-1055）
28日� 薪小　　 （�63-2000）

女性の相談室
3月2日�・16日�午後1時30
分～4時30分、市役所会議室。
予約制。�政策推進課（�64-
1309）

ふれあい相談室
毎週月～金曜日午前9時～午
後4時、社会福祉センター。

心配ごと相談
3月6日�・15日�・24日�午
後1時30分～4時、社会福祉セン
ター。

心配ごと出張相談
3月23日�午後1時30分～4時、
北部住民センター。

生活なんでも相談
3月10日�午後1時30分～4時、
老人福祉センター常磐苑。
「これからのこと」相談
3月30日�午前10時～正午、
北部住民センター。

司法書士法律相談
3月15日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

成年後見制度相談
3月30日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

土曜日なんでも相談
3月18日�午前10時～正午、
社会福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
3月6日�（2月20�から予約
受付）・24日�（3月1日�から
予約受付）。午後1時30分～4時、
社会福祉センター。

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11時、
保健センター。保健師・栄養士
による相談。予約制。▼3月6日
�午後1時45分～3時30分、保健
センター。予約制。▼3月16日
�午後1時30分～3時、三野公民
館。▼3月22日�午後1時30分～
3時、中部住民センター。医
師・保健師による相談。

妊婦乳幼児相談
3月2日�午前9時～10時30分、
保健センター。

リハビリ電話相談
3月14日�午前9時～11時、保
健センター（�63-2662）。来所
も可。

こころの健康相談
3月13日�午後1時45分～3時
30分、保健センター。予約制。

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

在宅介護支援相談
3月15日�午前10時～11時30
分、老人福祉センター宝生苑。
�高齢介護課（�64-1373）

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

今月の�

相�談�事�業�日�程�

＜ 4  ＞

市
内
各
地
で
見
守
り�

市
内
各
地
で
見
守
り�

地
域
で
広
が
る
活
動�

地
域
で
広
が
る
活
動�

学
校
外
の
安
全
確
保

学
校
外
の
安
全
確
保�

学
校
外
の
安
全
確
保

学
校
外
の
安
全
確
保�

学
校
外
の
安
全
確
保�

みんなで〝宝〟守ろう�みんなで〝宝〟守ろう�みんなで〝宝〟守ろう�
行政�行政� 地域�地域� 学校�学校�

安
全
・
安
心
の
ま
ち
へ

安
全
・
安
心
の
ま
ち
へ�
安
全
・
安
心
の
ま
ち
へ

安
全
・
安
心
の
ま
ち
へ�
安
全
・
安
心
の
ま
ち
へ�

特　集�
子どもの安全�

本
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す�

京
田
辺
市
で
は
、
未
来
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、

「
安
全
・
安
心
」
を
重
点
施
策
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
施
設
の
安
全
強
化

校
内
の
安
全
を
守
る
取
り

組
み
と
し
て
、
市
立
小
・
中

学
校
の
校
門
や
フ
ェ
ン
ス
を

改
善
し
、
各
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
の
通
用
門
を
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
化
。
さ
ら
に
は
、
通

用
門
に
カ
メ
ラ
付
き
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
、
来
客

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
教
員

が
職
員
室
か
ら

画
像
を
確
認
し
、

校
門
の
開
け
閉

め
を
行
っ
て
い

ま
す
。
職
員
室

と
各
教
室
も
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

で
つ
な
い
で
お
り
、
異
常
が

あ
っ
た
時
に
は
連
絡
が
と
れ

る
態
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ざ
不
審
者
が
校
内
・
園

内
に
侵
入
し
て
き
た
時
に
備

え
、
防
犯
機
器
も
配
備
。
不

審
者
を
取
り
押
さ
え
る
た
め

の
「
さ
す
ま
た
」
や
ス
イ
ッ

チ
を
押
す
と
網
が
飛
び
出

し
、
不
審
者
の
動
き
を
抑
え

る
「
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
」、

さ
ら
に
は「
催
涙
ス
プ
レ
ー
」

を
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
教
室
の
窓
ガ
ラ
ス
を
透

明
な
も
の
と
し
、
教

室
内
か
ら
不
審
者
が

見
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
決
し
て
学

校
を
閉
ざ
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
各

学
校
と
も
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ご
来
校
の
際
は
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
は
、
消
費
生
活
に
関

す
る
問
題
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
賃
貸
住

宅
に
つ
い
て
で
す
。

〈
事
例
１
〉
気
に
入
っ
た

物
件
を
迷
っ
て
い
る
と
、

仲
介
業
者
が
「
と
り
あ
え

ず
契
約
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
も
し
気
に
入
ら
な

い
場
合
は
必
ず
返
金
し
ま

す
」
と
言
い
、
覚
書
き
を

書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
覚

書
き
は
有
効
で
す
か
。

〈
事
例
２
〉
賃
貸
住
宅
の

退
去
の
申
し
出
を
す
る
と
、

「
修
繕
費
に
３５
万
円
か
か
っ

た
の
で
、
敷
金
３０
万
円
は

返
金
で
き
ま
せ
ん
」
と
言

わ
れ
、
不
足
と
な
る
５
万

円
を
請
求
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
汚
し
た
覚
え
も
な
い

の
で
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

事
例
１
の
場
合
、
信
用

で
き
る
業
者
（
国
土
交
通

大
臣
免
許
・
知
事
免
許
業

者
）
で
あ
れ
ば
覚
書
は
有

効
で
し
ょ
う
。
ま
た
は
話

し
合
い
で
、
契
約
日
を
後

日
に
し
て
も
ら
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。
仮
押
さ
え
に

す
る
に
は
、
申
込
金
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

事
例
２
の
場
合
、
国
土

交
通
省
の
「
原
状
回
復
を

め
ぐ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
よ
る
と
、
原
状
回
復
と

は
「
賃
借
人
の
故
意
・
過

失
、
善
管
注
意
義
務
違
反
、

そ
の
他
通
常
の
使
用
を
超

え
る
よ
う
な
使
用
に
よ
る

損
耗
等
を
復
旧
す
る
こ
と
」

と
定
義
さ
れ
、
費
用
は
賃

借
人
負
担
、
一
方
い
わ
ゆ

る
自
然
損
耗
・
通
常
の
使

用
に
よ
る
損
耗
な
ど
の
修

繕
費
用
は
、
賃
貸
人
負
担

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

話
し
合
い
に
よ
る
解
決

が
難
し
い
場
合
は
、
少
額

訴
訟
制
度
と
い
う
解
決
方

法
も
あ
り
ま
す
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
入

居
時
と
退
去
時
で
す
。

契
約
を
す
る
場
合
、
敷

金
・
礼
金
・
前
家
賃
・
仲

買
手
数
料
な
ど
の
契
約
金

が
必
要
で
す
。
入
居
後
に

解
約
し
た
い
と
思
っ
て
も
、

礼
金
や
仲
介
手
数
料
は
戻

っ
て
き
ま
せ
ん
。

▼
契
約
す
る
前
に
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
物
件
の
間
取
り
や
設

備
、
部
屋
の
状
況
な
ど
の

確
認
を
慎
重
に
し
ま
し
ょ

う
。
入
居
時
に
賃
貸
人
・

賃
借
人
双
方
が
立
ち
会
い

の
も
と
、
日
付
入
り
写
真

を
撮
っ
て
お
く
の
も
ひ
と

つ
の
方
法
で
す
。

②
物
件
の
平
日
と
週
末

の
周
辺
環
境
や
生
活
環
境
、

交
通
機
関
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

③
契
約
申
込
時
に
「
重

要
事
項
説
明
書
」
と
「
賃

貸
契
約
書
（
案
）」
を
受
け

取
り
、
退
去
時
に
ど
の
よ

う
な
負
担
が
あ
る
か
確
認

し
、
疑
問
が
あ
れ
ば
説
明

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
時
は
、
早
く
市

の
消
費
生
活
相
談
へ
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜

日
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
階
３

０
６
号
会
議
室

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興

課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

退去時の修繕費負担
賃貸住宅のトラブル

解決法に少額訴訟制度も

消
費
生
活
メ
モ

春
の
火
災
予
防
運
動

住
宅
防
火
し
よ
う
！

消
防
本
部
は
、
春
の
火

災
予
防
運
動
（
３
月
１
日

�
〜
７
日
�
）
を
行
い
ま

す
。３

月
に
入
る
と
寒
さ
も

峠
を
越
え
、
火
の
取
り
扱

い
に
対
す
る
注
意
が
緩
み

が
ち
に
な
り
ま
す
。
期
間

中
は
特
に
次
の
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
守
り
、
住
宅
防

火
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◇
３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や

め
る○

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や

す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
必

ず
火
を
消
す

◇
４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
製
品
を
使
用
す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち

に
消
す
た
め
に
消
火
器
な

ど
を
設
置
す
る

○
お
年
寄
り
や
身
体
の

不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部

（
�
６３
・
７
８
２
６
）

２
月
１３
日
に
、「
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
が
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
学
校

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

教
職
員
な
ど
約
１
６
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
経
営
学

部
の
谷
口
知
弘
助
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は

各
小
学
校
区
ご
と
に
分

か
れ
て
交
流
・
協
議
。

各
グ
ル
ー
プ
で
は
そ

れ
ぞ
れ
が
世
代
や
組
織

の
枠
を
超
え
て
互
い
の

活
動
を
紹
介
し
た
り
、
意
見
を
出

し
合
う
な
ど
、
地
域
で
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
に
互
い
に
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

楽
し
く
・
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
活
動
を

講
師
の
谷
口
知
弘
助
教
授
（
＝

写
真
）
は
、「
事
件
の
直
後
な
ど

は
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
危
機
意
識
は
次
第
に
薄
れ
て

い
き
ま
す
。
楽
し
く
、
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
活
動
が
大
切
で
す
。

被
害
者
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域

で
加
害
者
を
生
ま
な
い
こ
と
。
地

域
の
き
ず
な

を
深
め

る
こ
と

も
大
事

で
す
」

と
話
さ

れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
保

護
者
や
地
域
の
高
齢
者
を
中

心
に
登
下
校
時
の
見
守
り
活

動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、「
学
校
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
い

た
だ
い
た
方
に
は
市
が
負
担

す
る
保
険
に
加
入
し
て
い
た

だ
き
、
腕
章
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

で
き
る
時
に
、
で
き
る
こ

と
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
学
校
教
育

現
在
、
市
内
各
地
で
た
く

さ
ん
の
方
が
子
ど
も
た
ち
の

登
下
校
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
草
内
小
学
校
区

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

散
歩
兼
ね
て
見
守
り

犬
の
散
歩
を
兼
ね
て
、
子

ど
も
た
ち
の
登
校
を
見
守
っ

て
い
る
中
村
晃
さ
ん
。

「
３
か
月
ほ
ど
前
か
ら
、

自
発
的
に
始
め
ま
し
た
。
子

ど
も
を
見
送
っ
て
１
日
が
始

ま
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も

あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
活
動
に
感
謝

草
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
青
山
祐
代
さ

ん
は
、「
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
し
て
も
活

動
を
し
て
い
ま

す
が
、
保
護
者

だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
の
で
、

地
域
の
方
々
が

登
下
校
を
見
守

っ
て
く
だ
さ
っ

て
と
て
も
あ
り

が
た
い
で
す
。

小
さ
な
で
き
る

昨年11月7日には田辺警察署員の指導の
もと、各防犯機器の使い方の訓練を行い
ました

異
世
代
で
互
い
に
意
見
を
交
わ
す
み
な
さ
ん

立場超え意見を交換

スクールガード養成セミナー

課
（
�
６４
・
１
３
９
２
）
へ
。

こ
と
か
ら
手
伝
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
広
が
る
見
守
り
活
動

登下校時の
見守りなど

中村晃さん

青山祐代さん

交差点で子どもたちを見守る中村さん

で
き
る
こ
と
か
ら
協
力
を

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

通
用
門

職
員
室

各
教
室

来校者には通用門のイ
ンターホンを押してい
ただき（①）、職員室
でそれを確認し、開錠
します。（②）
教室で異常があった時
は、インターホンを通
じ、職員室に連絡がと
れます（③・④）。

1

2

3

4

各
学
校
・
幼
稚
園
で
も
防
犯
訓

練
を
行
う
な
ど
非
常
時
に
備
え

て
い
ま
す
（
１
月
１１
日
、
田
辺

幼
稚
園
）

市
内
各
地
で
見
守
り
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す

（
２
月
２１
日
、
山
手
東
）

学
校
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
校
内
の
安
全
を

守
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
校
外
の
安
全
ま
で
守
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
見
守
り
活
動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
守
ろ
う

子
ど
も
の
安
全

子
ど
も
た
ち
は
集
団
登
下

校
を
し
た
り
、笛
を
携
帯
し
、

不
審
者
が
現
れ
た
り
、
身
の

危
険
を
感
じ
た
時
に
は
笛
を

吹
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

笛
の
音
が
聞
こ
え
た
時
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
は
学
校
や
行
政
だ
け

で
守
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
や
地
域
・
行
政

そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
合
わ
せ
、

宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

福 　 　 祉 �

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

募 　 　 集 �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

ロビーコンサート出演者
市役所２階入口の市民ホール
で、午後0時20分から0時50分ま
での30分間開催する「市民ふれ
あいロビーコンサート」の出演
者を募集。発表は音楽に限定
（ジャンルは不問）。ただし、窓
口業務に支障をきたすものやカ
ラオケ、宗教・政治活動、営利
などを目的としたものは除く。
市役所開庁日に年数回開催（出
演日は相談、決定）。3月31日�
までに申し込み。用紙は同課ま
たは市ホームページからダウン
ロード。▼謝礼・交通費などは
お支払いできません▼ピアノは
使用できません▼演奏に必要な
楽器・譜面台などは出演者の方
で用意・搬入をお願いします。
�政策推進課（�64-1310）

調理師・製菓衛生師試験
3月1日�から願書を配布。受
付は▼調理師試験…4月17日�
～21日�▼製菓衛生師試験…4
月24日�～26日�。配布・受付
場所は府庁生活衛生室・府内各
保健所・田辺地域総務室。
�府生活衛生室（�0 7 5 -
414-4773）

小・中学校の講師
府山城教育局は、平成18年度
の講師を募集します。勤務地は
山城教育局管内の小・中学校。
小・中学校の教員免許を持って
いることが条件。登録用紙は学
校教育課か府山城教育局へ。
�府山城教育局（�62-0274）

かがやき会員
京田辺女性ネットワークの会
かがやきが会員を募集。男女共
同参画・コーラス・健康福祉・
環境問題など、身近なことにつ
いて考えてみませんか。子育て
中のママさん、子育て・仕事を
終えた人など大募集。4月22日
�午後1時30分からコミュニテ
ィホールで総会を開きます。
�京田辺女性ネットワークの
会かがやき（中央公民館内、�
62-2552）

▽市へのはがき・郵送での申し込みは、�
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」�
　でお送りください。�
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。�
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。�
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は�と表記しています。�

今月の�
　お知らせ�
今月の�
　お知らせ�

税の納め忘れはないですか
3月は「市税徴収強化月間」
として自宅への訪問や電話の催
告を集中的に行います。納税が
まだの人は納めてください。
また、3月23日�・24日�・
27日�・28日�は午後8時まで
市役所税務課と国保年金課に納
税相談窓口を設置します。市税
の支払いや支払いの相談を受け
付けますので、昼間お仕事など
で忙しい人はご利用ください。
�▼市府民税・固定資産税・
軽自動車税…税務課（�64-
1318）▼国民健康保険税…国
保年金課（�63-1122）

国保税第10期の納付月
3月は、国民健康保険税第10
期の納付月（納期限は、3月31
日�）です。お忘れなく納付し
てください。
�国保年金課（�63-1122）

廃車の手続きお早めに
軽自動車税は、毎年4月1日現
在に登録されている所有者に対
して課される税金です。原付バ
イクなどを回収業者に出した、
売った、譲った、盗難にあった
などで実際に所有していなくて
も廃車などの手続きをしないと
課税されます。必ず、4月1日ま
でに手続きを行ってください。
年度末は大変混雑しますので早
めに手続きをしてください。
手続きは、印鑑とナンバープ
レートを（代理人が行う場合は
委任状も）持参し、税務課で行
ってください。ナンバープレー
トがなくても手続きはできます
が、事前にお問い合わせくださ
い。各種手続き先は下表のとお
りです。
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市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�
翌年度以降も継続されます。
市税口座振替取扱金融機関

（市内に本店・支店のある銀
行・信用金庫・農協）または郵
便局の窓口で通帳、届出印、納
付書を持参し、申し込んでくだ
さい。市外の本・支店または郵
便局を利用の場合は、市役所税
務課へご連絡ください。申込書
を送ります。
振替日の20日前までに申し込
んでください（振替日の1週間
前までに市役所に到着しない時
は、次期分からの取り扱いとな
ります）。口座振替の取消、振
替口座や納付方法（前納・期別）
の変更は、納付月の前月までに
取扱金融機関・郵便局で手続き
してください。
�▼市府民税・固定資産税・
軽自動車税…税務課（�64-
1318）▼国民健康保険税…国
保年金課（�63-1122）

年金保険料も振替がお得
◇保険料の前納がお得です
国民年金の保険料は、前納す
ると割り引きがあります。１年
度分を現金払いで前納すると
2,950円お得です。また、口座
振替で前納すると3,490円お得
です。口座振替の申し込みは社
会保険事務所や口座をお持ちの
金融機関で手続きができます。
なお、金融機関での口座振替
による1年前納は、3月24日�ま
でに社会保険事務所に申込書が
届くように早めにお申し込みく
ださい。
◇口座振替の早割も
毎月納める保険料を早割（当
月保険料の当月末引落し）にす
ると、毎月の保険料が50円割引
となります（初回に２か月分の
保険料を納めていただきます）。
◇手続きに必要なもの
申出書（社会保険事務所・金
融機関・国保年金課に備え付
け）・預金（貯金）通帳・預金
（貯金）通帳に登録された印
鑑・年金手帳（年金番号のわか
るもの）
�▼国保年金課（�63-1122）
▼京都南社会保険事務所（�
075-643-3541）

年金保険料きちんと納付
国民年金の老齢基礎年金の年
金額794,500円（平成17年度年
額）は、20歳から60歳になるま
での40年間（480か月）すべて
の保険料を納めた場合の額で
す。保険料の未納月数に応じて
年金額が減額されます。また、
保険料を一定期間以上納めてい
ることが年金を受けるための条
件の一つです。未納などでこの
条件を満たしていないと年金を
受けられない場合があります。
保険料はきちんと納めましょう

高齢者保健福祉計画委の公開
市は、高齢者保健福祉計画委
員会を、市民または市の高齢者
サービスを利用されている人や
その家族に公開します。
3月13日�午後2時から（集合
は午後1時30分）。市役所305会
議室。15人（申込者が多数の時
は抽選）。3月10日�までに申し
込み。
�高齢介護課（�64-1373）

ストマ用装具の申請
市は、身体障害者補装具給付
制度のストマ用装具（蓄尿袋・
蓄便袋）の申請を下表のとおり、
年2回行っています。
�社会福祉課（�64-1372）

難病相談（膠原病）
3月13日�午後1時30分～4時
30分。山城北保健所。対象は膠
原病とその疑いのある人やその
家族。専門医による個別相談と
指導・助言。担当医師は宇多野
病院リウマチ膠原病内科医長の
柳田英寿さん。先着6人。
�山城北保健所（�21-2911）
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市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

健 　 　 康 �

各種手続き先�

�軽二輪�
（126cc～250cc
のバイクなど）�
�軽自動車�
（3輪・4輪）�
�二輪の小型�
　自動車�
（250ccを超える
バイク）�

�原付バイク�
（125cc以下）�
�農耕機など�

車　種�
京田辺市役所�
税務課�
�64-1317

手続き先�

軽自動車協会�
京都市伏見区竹田向代町51-5�
�075-691-6516�
テレホン案内�

�075-693-0320

京都運輸支局�
京都市伏見区竹田向代町37�
�050-5540-2061

申請時期�交付時期�

4月初旬�

7月初旬�
3月中�

1枚（8・9月分）�

3枚
（10・11月分）�

       （12・1月分）�
  　 （2・3月分）�

2枚
（4・5月分）�

       （6・7月分）�

交　付　券�

第1回�

9月中�10月初旬�第2回�

ストマ用装具の申請�

受付時間＝▼ＢＣＧ…14：00～15：00�
　　　　　▼三種混合…13：30～14：30�
場所＝保健センター　　　�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

予防接種の日程�

日にち�

三種混合�

種別� 対　　　象�

3月15日� 
3月23日� 生後6か月～7歳6か月未満 

ＢＣＧ� 3月7日� 
3月28日� 

生後3か月～6か月未満 

毎週日曜日・祝日�
及び年末年始（12月31日～1月3日）�

受付時間＝8：30～14：30�
場所＝保健センター内（�63-2662）�

休日応急診療所開設のお知らせ�

10：00～11：30　社会福祉センター�
13：30～15：30　田辺公民館�

愛
の
献
血�

3月22日��

（保険料は、2年を経過すると時
効で納めることができなくなり
ますのでご注意ください）。
なお、経済的な理由で保険料
を納めることが困難な場合に
は、保険料の納付猶予・免除制
度、学生には、学生納付特例制
度があります（ただし、承認さ
れない場合もあります）。
�▼国保年金課（�63-1122）
▼京都南社会保険事務所（�
075-643-3541）

三山木事業計画の変更案
市は、三山木地区特定土地区
画整理事業の事業計画を一部変
更するにあたり、事業計画変更
案の縦覧を行います。また、こ
の同変更案の内容について意見
書を提出できます。
3月3日�～16日�午前8時30
分～正午と午後1時～5時。三山
木地区区画整理室。
�三山木地区区画整理室（�
65-5540）

就学通知書届いてますか
教育委員会は、今年の4月に
小・中学校へ入学予定の子ども
をお持ちの保護者に対して、1
月末日までに「就学通知書」を
発送しています。まだ届いてい
ない人はすぐに連絡してくださ
い。なお、お子さんが京田辺市
立小・中学校以外の学校へ入学
する時は、入学許可書と印鑑を
持参し、必ず3月31日�までに
区域外入学届の手続きをしてく
ださい。
�学校教育課（�64-1392）

送迎バスの場所が変更
老人福祉センター（宝生苑・
常磐苑）送迎バスの「山手南公
民館前」バス停の場所が、「鉄
塔公園前」（現在のバス停から
北へ約30�）に変わります。送
迎時間などは変わりません。
�老人福祉センター常磐苑

（�62-3643）

納税は口座振替ご利用を
固定資産税・都市計画税（償
却資産を含む）、市・府民税
（普通徴収）、軽自動車税と国民
健康保険税は、預金口座などか
ら自動的に振替えて納めること
ができます。一度手続きすると

寄　　付�寄　　付�

表　　彰�

人　　事�

京田辺市造園建設業協会が緑
化のために、10万円。

平成18年（2006年）3月1日 ＜ 6  ＞

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�
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し
い
本
の
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中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

3月のギャラリー
▼「第6回パレット油絵展」：兼田實＝7日�
～12日	▼「アトリエ草椰作品展」～絵画・児
童画～：山下和美＝14日�～19日	▼「2006青
いトマト洋画小品展」：河内弘安＝22日�～26
日	▼竹彫刻＆植物画展」：“花林”＝3月28日
�～4月2日	。ただし、31日�を除く

3月の映画会
今月はベルリン映画祭作品賞（金熊賞）受賞
作品特集です。
▼11日…レインマン▼18日…父の祈りを▼25
日…紅いコーリャン。いずれも土曜日の午前10
時30分から

おはなし会
▼4日�…「ついでにぺろり」▼11日�…「と
うふとこんにゃく」▼15日�…「ボサいぬくん
のかゆ～いいちにち」▼18日�…「くぎスープ」
▼25日�…「七羽のカラス」。土曜日…午後3時
～3時30分、おはなしサークルのがらがらどん。
水曜日…午後3時30分～4時、図書館職員

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

水泳のレッスン
4月6日�・14日�午後2時～、
午後2時25分～、午後2時50分～。
27日�午前10時～、午前10時25
分～、午前10時50分～。20分間。
対象は18歳以上の人。各時間帯
それぞれ先着1人。無料。受講
希望日の1か月前から当日まで
に直接申し込み。
�田辺公園プール（�65-
3113）

トレーニングルーム講習
4月16日	①午前10時～②午
後2時～。田辺中央体育館。初
心者講習会。対象は市内に在
住・通勤・通学する16歳以上の
人。千円。各30人（申込多数の
場合は抽選）。3月10日�～20日
�に、往復はがき・電子メール
で、「トレーニング講習会希望」
と住所・氏名（ふりがな）・年
齢・電話番号・受講希望日・時
間（①、②もしくは両方）を書
いて申し込み。直接申し込む場
合は官製はがきを持参。
�田辺中央体育館（�62-
1501、〒610-0331京田辺市田
辺丸山19、gym@kyotanabe.jp）
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ス ポ ー ツ �

社会福祉協議会�

…午前9時30分～午後0時30分▼
午後の部…午後1時30分～4時30
分。同志社大学京田辺キャンパ
ス。午前・午後の部とも定員30
人。2千円。3月16日の午後0時
20分～1時20分と午後0時40分～
1時40分に、無料でキャンパス
ツアーも実施。市主要施設に備
え付けの申込用紙または、住
所・氏名・電話番号・参加希望
の部（午前か午後・キャンパス
ツアー）・車で来場する人は車
の登録番号を書いて、郵送・フ
ァックス・電子メールのいずれ
かで3月12日	までに申し込み。
�きゅうたなべ倶楽部　川合

（�090-5033-6892、〒610-
0332京田辺市興戸久保37、�
64-6200、tanabenet2005
＠yahoo.co.jp）

親子体操
3月16日�午後2時30分～4時。
中部住民センター。対象は2・3
歳児とその保護者。無料。ボー
ル・なわとび・上靴・タオルを
持参。指導はスポーツ少年団認
定指導員の堀井洋子さんほか。
申込不要。
�草内民生児童委員協議会▼
草島（�65-1551）▼山崎（�
62-2217）▼四宮（�62-5557）

視覚障害者料理教室
3月17日�午前10時～午後1時
30分。社会福祉センター。対象
は市内在住の視覚障害者。300
円。3月15日�までに申し込み。
�▼府視覚障害者協会京田辺
支部長　岡井（�65-3045）▼
社会福祉課（�64-1372）

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

北
部
ふ
れ
あ
い
祭

実
行
委
員
会
は
、
北

部
ふ
れ
あ
い
祭
を
開

き
ま
す
。

場
所
＝
北
部

住
民
セ
ン
タ
ー

【
３
月
１７
日

�
】午

後
６
時
３０

分
か
ら
…
社
交

ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー【

３
月
１８
日

�
】▼

午
前
９
時

〜
午
後
７
時
…

展
示
▼
午
前
１１

時
〜
１１
時
３０
分

…
お
は
な
し
会
▼
午

後
０
時
３０
分
〜
１
時

…
大
住
中
学
校
吹
奏

楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
▼

午
後
２
時
〜
３
時
…

舞
台
発
表
▼
午
後
６

時
３０
分
か
ら
…
カ
ラ

オ
ケ
大
会【

３
月
１９
日

�
】▼

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
３０

分
…
舞
台
発
表

▼
午
前
９
時
３０

分
か
ら
…
お
茶

席
と
模
擬
店
▼

午
前
９
時
〜
午

後
４
時
３０
分
…

展
示問

合
せ
先
＝

北
部
ふ
れ
あ
い

祭
実
行
委
員
会

（
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
、
�
６３
・
７
９
５

５
）

おはなし会
▼3月8日�…「ちいさなちいさなおばあちゃ
ん」、図書館職員▼15日�…「さんびきのくま」、
図書館サークルのおはなしバスケット▼22日�
…英語によるおはなしかい　「THE TONGUE-
CUT SPARROW（したきりすずめ）」、本市の英
語指導助手。午後3時30分～4時

春をテーマに展示・貸し出し
中央図書館中部分室では、3月25日�から4月9
日	（27日�・4月3日�を除く）まで、「春
だ！！うきうき、おでかけしよう」をテーマに、
展示・貸出しを行います。

おはなし会
▼3月4日�…ミアッカどん▼11日�…ホット
ケーキ▼18日�…命のりんご▼22日�…めざめ
のもりのいちだいじ▼25日�…みそかいばし▼4
月1日�…花咲かじい。土曜日…午前11時～11時
30分、図書館サークルのおはなしバスケット。
水曜日…午後3時30分～4時、図書館職員

大正琴教室の受講者
5月から平成19年3月まで。▼
毎月第1・3水曜日の午後1時～2
時と午後2時10分～3時10分。宝
生苑▼毎月第2・4水曜日の午後
1時～2時と午後2時10分～3時10
分。常磐苑。対象は市内在住の
60歳以上の人。各クラス定員10
人。無料（教本代、ピック代は
自己負担）。3月31日�までに申
し込み。
�老人福祉センター常磐苑

（�62-3643）

ボランティアふれあいまつり
ボランティア活動の啓発を目
的に、ボランティアの手で、作
り上げる催しです。いろいろな
体験ができます。参加をお待ち
しています。
3月11日�午前10時～午後3
時。社会福祉センター。ボラン
ティア体験・展示コーナー、ス
テージ発表、模擬店など。
�ボランティアふれあいまつ
り実行委員会（�62-2222）

車いすバスケ五輪選手
3月11日�午後2時～3時30分。
中部住民センター。アテネパラ
リンピック車椅子バスケット競
技に出場した畑野選手・菅原選
手による体験談・競技用車いす
の試乗体験。無料。参加自由。
�草内民生児童委員協議会
草島（�65-1551）

12日に消防記念式典
市は、消防本部発足35周年と
消防団発足55周年を記念して、
式典を開きます。
3月12日	午前9時30分～11時
30分。▼北部住民センター…式
典▼大住小学校＝①午前9時30
分から…消防職員による消防車
両・消防資機材等の展示、救急
コーナー、消防団員によるふれ
あいコーナー②午前10時50分か
ら…消防職員によるはしご演
技・消防団員による古典演技。
雨天の時は式典のみ。
�消防本部（�63-1125）

ひだまりの会
3月14日�午後1時30分～3時。
洛南寮。対象は市内の高齢者。
カラオケサークルに参加しま
す。好きな歌を歌ってください。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

パソコン講習
初心者向けパソコン講習。同
志社・同志社女子大学の学生が
講師につきます。
▼3月16日�…基本操作とタ
イピング▼23日�…インターネ
ットで遊んでみよう▼午前の部

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

イ ベ ン ト �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

同大キャンパスリユース
3月18日�午前10時～午後4
時。同志社大学京田辺キャンパ
ス。卒業生が不用になった家
電・家具日用品などを販売。
�きゅうたなべ倶楽部　河合

（�090-5033-6892）

パソコンで時間割表作り
3月18日�午後1時～4時。ア
イ・コラボレーション京都。先
着6人。500円。
�アイ・コラボレーション京
都（�6 4 - 7 4 7 4、 i n f o@ i -
collabo-kyoto.com）

介護講座
3月20日�午後1時30分～3時
30分。社会福祉センター。対象
は市内の介護者・介護に関心の
ある人。講演「毎日の介護のた
めに～介護の工夫」。講師は社
会福祉協議会ホームヘルプセン
ター長の桝井好江さん。排泄や
体位変換など日常の介護方法に
ついて実習中心に学ぶ。20人。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

普通救命講習会
▼3月22日�午前9時～正午。
消防署。20人▼4月8日�午前9
時～正午。消防署北部分署。10
人。無料。前日までに直接また
は電話で申し込み。
�▼消防署（�63-1125）▼
消防署北部分署（�65-0119）

口腔ケア教室
市は、口腔ケア教室「おいし
い人生歯は命」を開きます。
3月29日�午後2時～4時。北
部住民センター。対象は市内に
在住するおおむね65歳以上の
人。歯科衛生士劇団による寸劇
を交えた介護予防（口腔ケア）
教室。（フリーランス歯科衛生
士の和田美登里さんと劇団「わ
っ歯っは」）。無料。200人。
�▼社会福祉協議会（�65-
3826）▼在宅介護支援セン
ター九十九園（�63-0804）▼
高齢介護課（�64-1373）

介護者の交流会
3月30日�午後１時30分～3時
30分。社会福祉センター。体操

横断中の交通死亡事故！�
歩行の信号無視など、ルール違反が目立ちます。�

交通違反は重大事故につながります。�
ルールを守って、安全な横断を心がけ�
ましょう。�

歩行者の突然の行動に注意して、�
スピードは控えめに、安全運転を�
しましょう。�

【田辺警察署　�63-0110】�

歩行者は…�

ドライバーは…�

ルールを�
守って�

安全確認！�

いつでも�
止まれる�
ように�

多発�

17～19日

北部ふれあいまつり

と講義「健康体操～家庭ででき
るゴム体操～」。講師は健康運
動実践指導者の山根光子さん。
�▼社会福祉協議会（�62-
2222）▼山城北保健所綴喜分
室（�63-5745）▼健康推進課
（�64-1335）
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冬のまちの様子を�
紹介します�

ポケット�
　カメラ�

ポケット�
　カメラ�
ポケット�
　カメラ�

まちのようす�
を紹介します。�

中

央

図

書

館

に

外
国
語
の
本
コ
ー
ナ
ー

図
書
館
は
、
外
国
語
を
話
す

人
や
異
文
化
に
触
れ
た
い
人
の

た
め
に
、
外
国
語
で
書
か
れ
た

資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

現
在
、
中
央
図
書
館
で
は

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
ア
メ
リ

カ
や
中
国
な
ど
７
か
国
の
雑
誌

や
本
な
ど
を
置
い
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

京田辺の竹7本
奈良へ届ける
奈良・東大寺二月
堂の「お水取り」の
かご松明に使われる
竹を送り届ける「二
月堂竹送り」が、2
月11日に今年も行わ
れました。
普賢寺の竹林から
切り出した7本の竹を肩に担ぎ、安全祈願を
受けた一行は、奈良に向け出発しました（＝
写真㊤）。普賢寺ふれあいの駅では、800人分
の大根炊きが用意され、参加者にふるまわれ
ました（＝写真㊦）。

竹送り来年で30年思い出や感想を募集
二月堂竹送り行事が来年で30回目を迎える
にあたり、山城松明講は記念誌を発行します。
そこで同講は、竹送り行事に参加しての思い
出や感想文を募集しています。くわしくは、
山城松明講　桐山（�62・2222）へ。

同志社のお姉さん
児童館でピアノ演奏
2月15日、普賢寺児童館の
お楽しみ会で、同志社大学2
回生の小西早哉佳さんを招
きピアノの演奏が行われま
した。集まった子どもたち
は、お姉さんの演奏に聴き
入っていました。

大
住
中
生
徒
が
異
文
化
交
流

２
月
９
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
）
の
研
修
員
６
人
が
大
住
中
学
校
を
訪
れ
、
生
徒

と
折
り
紙
や
ゲ
ー
ム
で
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
な
ど
日
ご
ろ
聞
き
慣
れ
な
い
国
の
言
葉
に
、
生

徒
は
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ダイオキシン類測定分析結果�

0.092ピコグラム�

0.12ピコグラム�

山手東一丁目地内�

水取門田地内�

放　流　水�

田 辺 地 内 �

0.058ピコグラム�

0.00017ピコグラム�

0.16ナノグラム�

0.18ナノグラム�

0.20ナノグラム�

0.065ピコグラム�

0.080ピコグラム�

平成17年11月19日�

平成17年7月14日�

平成17年11月29日�

平成17年5月21日�

観測井戸下�

観測井戸上�

0.21ナノグラム�

測定場所�

1,000ピコ�
グラム以下�

国の基準�

1ピコ�
グラム以下�

5.0ナノ�
グラム以下�

甘南備園�
（ごみ焼却施設）�

測定日�施　　設� 測定結果�

グランド�

公　　園�

小　学　校�

天王碧水園�
（ごみ最終処分場）�

※「ナノグラム」は10億分の1グラム、「ピコグラム」は1兆分の1グラムで�
いずれも重さを表す単位です。�

焼却炉B系�

焼却炉A系�

焼却炉B系�

焼却炉A系�

排
ガ
ス�

同
志
社
大
学
は
、
け
い
は

ん
な
エ
リ
ア
の
現
状
と
未
来

を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
け

い
は
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
」（
共
催
＝
市
な
ど
）

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２５
日
�
午
後

１
時
〜
４
時
４５
分

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
】
▼
テ
ー
マ
…
け
い
は

ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
▼
パ
ネ
リ
ス
ト
…
関
西
学

術
研
究
都
市
推
進
機
構
常
務

理
事
の
輔
信
捷
三
さ
ん
・
観

光
協
会
会
長
の
田
宮
宏
悦
さ

ん
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ゅ
う
た
な
べ

倶
楽
部
学
生
代
表
の
杉
岡
秀

紀
さ
ん
・
同
志
社
大
学
副
学

長
の
片
山
傳
生
さ
ん
・
本
市

助
役
の
岡
本
仁
▼
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
…
同
志
社
大
学
工

学
部
教
授
の
千
田
二
郎
さ
ん

【
イ
ベ
ン
ト
】
▼
け
い
は

ん
な
博
…
け
い
は
ん
な
エ
リ

ア
の
企
業
・
自
治
体
・
公
共

機
関
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
▼

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
…
作
っ
て
み
よ
う
！
ブ

ロ
ッ
ク
や
パ
ソ
コ
ン
で
理
想

な
ま
ち
▼
ま
ち
づ
く
り
提
案

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
文
・
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
の
展

示
・
表
彰
▼
基
調
報
告
と
基

調
講
演
な
ど

問
合
せ
先
＝
同
志
社
大
学

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
総
務
課

地
域
Ｇ
Ｐ
推
進
室
（
�
６５
・

７
０
０
３
）

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
同

大
学
が
平
成
１７
年
度
文
部
科

学
省
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取

組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

「
け
い
は
ん
な
知
的
特
区
活

性
化
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
」
〜

環
境
・
都
市
再
生
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
学
生
参
加

の
街
づ
く
り
〜
と
い
う
テ
ー

マ
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

市
が
平
成
１７
年
度
に
行
っ

た
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南

備
園
、
同
セ
ン
タ
ー
天
王
碧

水
園
と
市
内
３
か
所
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
測
定
分

析
結
果
は
、
左
表
の
と
お
り

京
田
辺
は
私
に
と
っ
て
も
う
一
つ
の
大
学
で
あ
り
故

郷
で
す
。
私
は
学
生
と
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い

る
「
き
ゅ
う
た
な
べ
倶
楽
部
」
を
通
じ
て
、
地
域
の
催

し
を
楽
し
ん
だ
り
、
市
民
の
方
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
京
田
辺
で
過
ご
し
た

時
間
は
決
し
て
忘
れ
な
い
思
い
出
と
素
晴
ら
し
い
人
と

の
出
会
い
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
と
共

に
卒
業
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
志
社
大
学
経
済
学
部
４
回
生
　
栗
栖
智
宏
さ
ん

来
月
の
テ
ー
マ
は
、「
京
田
辺
の
花
見
場
所
」
で
す
。

１
５
０
字
程
度
に
「
ひ
と
こ
と
」
と
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
３
月
１５
日
�

送
付
・
問
合
せ
先
＝
広
報
広
聴
課
（
〒
６
１
０
・
０

３
９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・
１
３
２
０
、
�

６４
・
１
３
０
５
、kouhou@
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同志社大でフォーラム25日

まちづくりを考える


